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ヤガ科の杜の臭毛物質

MaleScentBrush ofPeridromasaucia:Che-

mistryofSecretion.M.C.BzRCH,G.G.GRANT

andU.E.BRADY:Ann.Ent.Sol.Amer.,69,

491(1976).

ある種のヤガ科の雄の臭毛中には,配偶行動におい

て催淫的な役割を果たすと思われる臭い物男が含まれ

ることが知られている.ヨトウガ亜科 (Hadeninae),

カラスヨトウ亜科 (Ampbipyrinae),シタバガ亜科

(Catocalinae). モクメヤガ科 (Cuculinae)に屈す

るいくつかの昆虫では,その成分がわかっている ⊂磁

場健 :植物防疫,30,406(1976)にまとめてある〕.

Peridl･OmaSauCiaは,Agrotinae亜科の中では,

このタイプの臭毛をもつ唯一の種である.この臭毛成

分について分析を行なった.雄蛾を殺してすばやく臭

毛を切り取り.冷浴煤で抽出し,4種のカラムを用い

て GLC分析を行なった.雄臭毛の抽出物は GLCに

おいてAi-ピークを与え,2-phenylethanolの Rt.

に一致した.GC-MS分析の結果,2-phenylethanol

と同起した.一匹の雄の臭毛あたり乎均して2.7fLgの,

2-phenylethanolが含まれていることがわかった.

形態学的あるいG.ま行動学的考察からは,P･saucia

は,ヨトウガ亜科やカラスヨトウ並科よりも.Agro･

tinac山村に属すべきことを物語っているが,今まで

のところ,2-phenylethanolは,ヨトウガ亜科の昆

虫からしか見つかっていない.

こうした雄の分泌物は,配偶行動において式要な

役割を架たすということが知 られているが,放近.

Heh'othisvircscensにおいて,雄のへヤーペンシル分

泌物は,雌の性フェロモン生産を止める作用を持って

いることがわかっている. (北村実彬)
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バッタの防御物井,2,5-dichloropheJIOlは生合成

されているか ?

2,5-dichlorophenol:NotSynthesizedbyEastern

LubberGrasshopper.A.S.BERGER:Ann.Ent.

Soc.Amer.,69,1(1976).

バッタの一種 RomaLeamicrobteraは胸部気門か

ら防御物質を出すことが知られており,Eisnerらに

よって,2,51dichlorophenolと同定された 〔Eisner,

T.eLaL.:Sc∫ence,172,277(1971)〕.Eisnerらは.

このものは,食物と共に取り込まれた除草剤, 2,4-D

に由来していろのではないかと仮定している.

陸生動物から見つかった塩素系化合物としては.

その他に.温血動物の外部寄生性ダニである Am･

bLyommaamericanum の性フェロモンとして,2,6-

dichlorophenolが知 られている 〔Berger,R.S∴

Science,177,704(1972)〕.Bergerは.ラベルした

塩素をNa38C1の形でダニに注射して,2,61dichloro.

phenolの中に取り込まれることから. このもの

は,ダニによって生合成 されていることを祉明した

〔Berger,R.S.:Ann.EnL.Sos.Amer.,67.961

(1974)コ.
同様の手法を用いて,R.micro♪teyaが,2,5-dich･

lorophenol(2,5-I)CP)を生合成できるかどうかを調

べた.野外より採袋してきたバッタの分泌する防抑物

質を含むあわを,ロ紙小片に染め,ベンゼンで抽出し.

ECD検出相による GLC分析を行なったが.2,5-

DCPに相当する位置にピークは認められなかった.

一皮防御物質を含むあわを気門から放出したバ ッタ

を 2,5-DCPの0.1%メタノール浴披中に浸したジャ

ガイモ切片で飼育して.あわ中の 2,5-DCPを分析し

た.3日後には,50-100ppm 検出されたものが,5

日目には5-10ppmには少していた.

そこで,.356FLCのNa38C1を注射したのち.あわ

を分析したが,2,5-DCPの ピークは検出されなかっ

たし,放射能も検出できなかった.

以上の事実から,R.microbteraは.2,5-DCPを

生合成できず,分泌物中に見つかった2,51DCPは,

外部から取り込まれたものによるのであろうと紙諭し

た. (北村火彬)


